
5 GPに関する取り組みについて
　各学部のGPシーズを調査し、文部科学省が公募する
GP事業に取り組み、大学教育の充実をめざした。
　また、各学部・研究科等の個性・特色を生かした優れた
教育活動の実践や、教育改革・改善に向けた意欲的な取組
等を大学として支援するため、龍谷GP制度（Ryukoku 
Good Practice）を創設した。

 文部科学省GP事業
　文部科学省が公募した2010年度GP事業に以下の２件を
申請し、うち１件が採択された。
　○ 大学教育・学生支援推進事業（教　育GP）１件申請
（申請学部：理工学部）…　不採択

　○ 大学生の就業力育成支援事業（就業力GP）１件申請
（申請学部：理工学部）…　採　択

　また、既に文部科学省GPに採択されている以下の事
業・プログラムについても当初計画通り事業を推進した。
　○2010年度終了事業－戦略的大学連携支援事業２件
　○採択２年目事業－学生支援推進プログラム１件
　　　　　　　　　　 大学教育充実のための戦略的大学連

携支援プログラム１件
　○採択１年目事業－大学生の就業力育成支援事業１件

 龍谷GP（Ryukoku Good Practice）制度の創設
　本学が第５次長期計画グランドデザインに掲げる優れた
研究を基盤にした「教育を重視する大学」の実現をめざし、
龍谷GP（Ryukoku Good Practice）制度を創設した。
　これに伴い、2011年度龍谷GP事業の募集を2010年12月
に開始し、応募件数９件に対して以下の７件の取組を採択
した。

◦

◦

取組学部等 取組名称
文学部 ラーニング・アウトカムを具現する「卒業論

文」の質保証
～継続的なアカデミック・リテラシー教育の
再構築～

経済学部 海外連携ミニ講義交換プロジェクト～海外連
携、経済学e-learningプログラムの開発～

政策学部 地域公共人材に必要な＜つなぎ・ひきだす＞
コミュニケーション能力育成プログラムの開
発・実施
～チーム政策でつくる『コミュニケーショ
ン・ワークショップ演習』～

理工学部 理工系基礎学力の定着を実現する初年次教育
～初年次学習支援センターによる基礎学力と
学習意欲の向上を目指した取組～

国際文化学部 グローバル人材育成に繋がるTNG（ツナグ）
ネットの確立～広がる龍谷ファミリー～

環境サイエンス
コース

地球環境フィールドスタディの創設

京都学舎教養教育
科目会議

京都学舎教養教育科目の履修登録問題改善に
対する取り組み
～教養科目において、学生の知的興味を如何
に啓発するか～
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